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受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
当ファンドは、残存期間の異なる米国国債
に投資し、安定した収益の確保と信託財産の
着実な成長をめざしております。当作成期に
つきましてもそれに沿った運用を行ないまし
た。ここに、運用状況をご報告申し上げま
す。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 

信 託 期 間

為替ヘッジあり
2013年 6 月27日～2050年 3 月25日

為替ヘッジなし

フレックス
ヘッジ 2013年 6 月27日～2028年 3 月24日

運 用 方 針 安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざ
して運用を行ないます。

主 要
投 資 対 象

ベ ビ ー フ ァ ン ド 米国国債マザーファンド
の受益証券

米国国債マザーファンド 米国国債

組 入 制 限

ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マ ザ ー フ ァ ン ド 組 入 上 限 比 率 無制限

マザーファンドの株式組入上限比率 純資産総額
の10％以下

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とし、原則として、信託財
産の成長に資することを目的に、配当等収益の中か
ら基準価額の水準等を勘案して分配金額を決定しま
す。ただし、配当等収益が少額の場合には、分配を
行なわないことがあります。

米国国債ファンド
為替ヘッジあり（年1回決算型）
為替ヘッジなし（年1回決算型）
フレックスヘッジ（年1回決算型）

運用報告書（全体版）
（決算日　2024年 3 月26日）

第11期
（作成対象期間　2023年 3 月28日～2024年 3 月26日）

■「為替ヘッジあり（年 1回決算型）」および「為替ヘッジなし
　（年 1回決算型）」の信託期間終了日を2028年 3 月24日から
　2050年 3 月25日に変更しました。 



米国国債ファンド　為替ヘッジあり（年 1回決算型）

決　算　期
基　　準　　価　　額 ＦＴＳＥ米国債インデックス

（米ドルベース） 公 社 債
組　 入
比　 率

債 券 先 物
比 率

純 資 産
総 額

（分配落） 税 込
分 配 金

期 中
騰 落 率 （参考指数） 期 中

騰 落 率
円 円 % % % % 百万円

7 期末（2020年 3 月26日） 11, 011 0 9. 6 12, 570 12. 2 101. 2 ─ 4, 547 

8 期末（2021年 3 月26日） 10, 495 0 △ 4. 7 12, 202 △  2. 9 97. 9 ─ 3, 993 

9 期末（2022年 3 月28日） 9, 880 0 △ 5. 9 11, 592 △ 5. 0 98. 9 ─ 3, 602

10期末（2023年 3 月27日） 9, 148 0 △ 7. 4 11, 231 △  3. 1 94. 3 ─ 3, 585 

11期末（2024年 3 月26日） 8, 466 0 △ 7. 5 11, 136 △  0. 8 96. 5 ─ 5, 713 

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2） ＦＴＳＥ米国債インデックス（米ドルベース）は、ＦＴＳＥ米国債インデックス（米ドルベース）の原データをもとに、当ファンド設定日を

10, 000として大和アセットマネジメントが計算したものです。ＦＴＳＥ米国債インデックス（米ドルベース）は、ＦＴＳＥ Fixed Income 
LLC により運営されている債券インデックスです。同指数はＦＴＳＥ Fixed Income LLC の知的財産であり、指数に関するすべての権利は
ＦＴＳＥ Fixed Income LLC が有しています。

（注 3）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 4）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 5）公社債および債券先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 6）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注 7）債券先物比率は買建比率－売建比率です。

為替ヘッジあり（年 1回決算型）

最近 5期の運用実績
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■基準価額・騰落率
期　首：9, 148円　   
期　末：8, 466円（分配金 0円）   
騰落率：△7. 5％（分配金込み）  

■基準価額の主な変動要因
米国国債に投資し為替ヘッジを行った結果、金利が上昇（債券価格は下落）したことなどから、
基準価額は下落しました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

運用経過

基準価額等の推移について 
（円） （億円）

期　首
（2023. 3. 27）

期　末
（2024. 3. 26）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）
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（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

米国国債ファンド　為替ヘッジあり（年 1回決算型）
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米国国債ファンド　為替ヘッジあり（年 1回決算型）

年　　月　　日
基　準　価　額 ＦＴＳＥ米国債インデックス

（米ドルベース） 公 社 債
組 　 入
比 　 率

債 券 先 物
比 率

騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率
円 % % % %

（期 首）2023年 3 月27日 9, 148 ─ 11, 231 ─ 94. 3 ─
3 月末 9, 033 △ 1. 3 11, 114 △  1. 0 97. 1 ─
4 月末 9, 047 △ 1. 1 11, 166 △  0. 6 95. 7 ─
5 月末 8, 906 △ 2. 6 11, 064 △  1. 5 97. 9 ─
6 月末 8, 788 △ 3. 9 10, 991 △  2. 1 97. 3 ─
7 月末 8, 715 △ 4. 7 10, 967 △  2. 3 96. 3 ─
8 月末 8, 610 △ 5. 9 10, 906 △  2. 9 97. 3 ─
9 月末 8, 368 △ 8. 5 10, 676 △  4. 9 96. 3 ─
10月末 8, 209 △ 10. 3 10, 571 △  5. 9 95. 0 ─
11月末 8, 497 △ 7. 1 10, 961 △  2. 4 95. 1 ─
12月末 8, 704 △ 4. 9 11, 289 0. 5 94. 4 ─

2024年 1 月末 8, 583 △ 6. 2 11, 194 △  0. 3 95. 2 ─
2 月末 8, 457 △ 7. 6 11, 088 △  1. 3 98. 2 ─

（期 末）2024年 3 月26日 8, 466 △ 7. 5 11, 136 △  0. 8 96. 5 ─
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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■米国債券市況
米国の金利は上昇しました。
米国債券市場では、当作成期首より、強弱入り混じる経済指標の結果などから金利は方向感のな
い展開となりましたが、地方銀行の経営不安が意識されたことで、中長期金利は小幅に低下（債券
価格は上昇）しました。しかし2023年 5 月に入ると、経済指標の上振れや過度な信用不安の後退な
どを背景に、早期の引き締め終了期待がはく落したことから、金利は上昇しました。 6月は、ＦＲ
Ｂ（米国連邦準備制度理事会）が政策金利の据え置きを発表したものの今後の政策金利見通しを引
き上げたことなどから、金利上昇が継続しました。 7月は、米国を中心に景気の先行き不透明感が
後退して期待インフレ率が上昇したことを受け、金利は上昇しました。 8月は、底堅い経済指標を
背景に利上げの継続スタンスが意識されたことに加え、財政赤字の拡大などによる国債の増発や格
付会社による米国国債の格下げが嫌気され、長期金利主導で上昇しました。 9月に入っても、ＦＲ
Ｂが政策金利の据え置きを発表したものの、金融引き締め環境の長期化や底堅い米国経済見通しを
示唆したことから、金利は上昇しました。しかし11月には、ＦＲＢが政策金利を据え置いたこと
や、雇用およびインフレ関連指標が市場予想を下回る結果となったことなどから、金利は大きく低
下しました。12月も、ＦＲＢが政策金利やインフレの見通しを引き下げたことで、金利は低下基調
となりました。2024年に入ってからは、市場予想を上回る経済指標などを受けて過度な利下げ織り
込みが後退したことで、金利は長期主導で上昇に転じ、 2月末にかけて上昇が継続しました。 3月
には、強弱入り交じった経済指標の結果から、金利は狭いレンジでの推移となりました。

投資環境について （2023. 3. 28 ～ 2024. 3. 26）

■当ファンド
「米国国債マザーファンド」を高位に組み入れます。保有実質外貨建資産については、為替変動
リスクを低減するため、為替ヘッジを行います。

■米国国債マザーファンド
米国国債に投資し、残存期間の異なる債券の利息収入を幅広く確保することをめざして運用を行
います。
米国国債への投資にあたっては、残存期間が最長15年程度までの国債を、残存期間ごとの国債の

前作成期末における「今後の運用方針」

米国国債ファンド　為替ヘッジあり（年 1回決算型）
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■当ファンド
「米国国債マザーファンド」を高位に組み入れました。保有実質外貨建資産については、為替変
動リスクを低減するため、為替ヘッジを行いました。

■米国国債マザーファンド
米国国債に投資し、残存期間の異なる債券の利息収入を幅広く確保することをめざして運用を行
いました。
米国国債への投資にあたっては、残存期間が最長15年程度までの国債を、残存期間ごとの国債の
投資金額がほぼ同程度となるように組み入れました。
外貨建資産の組入比率は、通常の状態で高位に維持しました。

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

ベンチマークとの差異について

ポートフォリオについて （2023. 3. 28 ～ 2024. 3. 26）

基準価額
ＦＴＳＥ米国債インデックス
（米ドルベース）

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

（％）

当　期
（2023. 3. 27～2024. 3. 26）

-8. 0
-7. 0
-6. 0
-5. 0
-4. 0
-3. 0
-2. 0
-1. 0
0. 0

投資金額がほぼ同程度となるように組み入れます。
外貨建資産の組入比率は、通常の状態で高位に維持します。

米国国債ファンド　為替ヘッジあり（年 1回決算型）
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当作成期は、経費控除後の配当等収益が計上できなかったため、収益分配を見送らせていただきま
した。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

分配金について

 ■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当期

2023年 3 月28日
～2024年 3 月26日

当期分配金（税込み） （円） ━
対基準価額比率 （％） ─
当期の収益 （円） ─
当期の収益以外 （円） ─  

翌期繰越分配対象額 （円） 1, 020 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価額
を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお支
払いすることはございません。  

■当ファンド
「米国国債マザーファンド」を高位に組み入れます。保有実質外貨建資産については、為替変動
リスクを低減するため、為替ヘッジを行います。

■米国国債マザーファンド
米国国債に投資し、残存期間の異なる債券の利息収入を幅広く確保することをめざして運用を行
います。
米国国債への投資にあたっては、残存期間が最長15年程度までの国債を、残存期間ごとの国債の
投資金額がほぼ同程度となるように組み入れます。
外貨建資産の組入比率は、通常の状態で高位に維持します。

今後の運用方針

米国国債ファンド　為替ヘッジあり（年 1回決算型）
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1 万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2023. 3. 28～2024. 3. 26） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  80円 0. 921％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は8, 644円です。

（投信会社）  （38）  （0. 439） 
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販売会社）  （38）  （0. 439） 
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受託会社）  （4）  （0. 044） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ─ ─
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ─ ─
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  2   0. 024  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（保管費用）  （1）  （0. 014） 
保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および
資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用）  （1）  （0. 008） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ  の  他）  （0）  （0. 001） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合 　 　 計  82   0. 945  

（注 1） 当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。   
（注 3） 各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。   
（注 4） 組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。

米国国債ファンド　為替ヘッジあり（年 1回決算型）
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参考情報

総経費率
0. 95%

運用管理費用
（投信会社）
0. 44％

運用管理費用
（販売会社）
0. 44％

運用管理費用
（受託会社）
0. 04％

その他費用 0. 02％

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

■総経費率
　当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は0. 95％です。

米国国債ファンド　為替ヘッジあり（年 1回決算型）
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米国国債ファンド　為替ヘッジあり（年 1回決算型）

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2023年 3 月28日から2024年 3 月26日まで）
設　　　定 解　　　約

口　　数 金　　額 口　　数 金　　額

米国国債
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

1, 511, 337 2, 522, 100 566, 252 950, 800 

（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2024年 3 月26日現在

項　　　　　　目 当　　期　　末
評　価　額 比　　率

千円 %
米国国債マザーファンド 5, 630, 820 95. 3 
コール・ローン等、その他 280, 331 4. 7 
投資信託財産総額 5, 911, 151 100. 0 
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 3月26日における邦貨換算レートは、 1アメリカ・ドル＝
151. 33円です。

（注 3） 米国国債マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産
（19, 008, 850千円）の投資信託財産総額（19, 215, 229千円）に対する比率
は、98. 9％です。 

■組入資産明細表
親投資信託残高

種　 　類
期　　首 当　　期　　末
口　　　数 口　　　数 評　価　額

千口 千口 千円 
米国国債マザーファンド 2, 230, 249 3, 175, 334 5, 630, 820 
（注）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況等

当作成期中における利害関係人との取引はありません。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2024年 3 月26日現在

項　　　目 当　期　末
（Ａ）資産 11, 302, 582, 418円

コール・ローン等 280, 331, 051  
米国国債マザーファンド（評価額） 5, 630, 820, 876  
未収入金 5, 391, 430, 491  

（Ｂ）負債 5, 588, 755, 379  
未払金 5, 564, 461, 751  
未払解約金 1, 088, 176  
未払信託報酬 23, 000, 192  
その他未払費用 205, 260  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 5, 713, 827, 039  
元本 6, 748, 974, 371  
次期繰越損益金 △  1, 035, 147, 332  

（Ｄ）受益権総口数 6, 748, 974, 371口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 8, 466円

＊ 期首における元本額は3, 919, 107, 151円、当作成期間中における追加設定元本額は
3, 618, 803, 881円、同解約元本額は788, 936, 661円です。 

＊当期末の計算口数当りの純資産額は8, 466円です。 
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は1, 035, 147, 332円です。

■損益の状況
当期　自2023年 3 月28日　至2024年 3 月26日

項　　　目 当　　　期
（Ａ）配当等収益 △  30, 821円

受取利息 4, 411  
支払利息 △  35, 232  

（Ｂ）有価証券売買損益 △  250, 024, 441  
売買益 870, 651, 467  
売買損 △  1, 120, 675, 908  

（Ｃ）信託報酬等 △  42, 134, 774  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △  292, 190, 036  
（Ｅ）前期繰越損益金 △  314, 157, 038  
（Ｆ）追加信託差損益金 △  428, 800, 258  
（配当等相当額） （ 470, 060, 134） 
（売買損益相当額） （△  898, 860, 392） 

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） △  1, 035, 147, 332  
次期繰越損益金（Ｇ） △  1, 035, 147, 332  
追加信託差損益金 △  428, 800, 258  
（配当等相当額） （ 470, 060, 134） 
（売買損益相当額） （△  898, 860, 392） 
分配準備積立金 218, 493, 845  
繰越損益金 △  824, 840, 919  

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。
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米国国債ファンド　為替ヘッジあり（年 1回決算型）

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益  0円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0
（ｃ）収益調整金 470, 060, 134
（ｄ）分配準備積立金 218, 493, 845
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 688, 553, 979
（ｆ）分配金  0
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 688, 553, 979
（ｈ）受益権総口数 6, 748, 974, 371口

《お知らせ》
■信託期間の延長について
　信託期間終了日を2028年 3 月24日から2050年 3 月25日に変更しました。
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米国国債ファンド　為替ヘッジなし（年 1回決算型）

決　算　期
基　　準　　価　　額 ＦＴＳＥ米国債インデックス

（円換算） 公 社 債
組　 入
比　 率

債 券 先 物
比 率

純 資 産
総 額

（分配落） 税 込
分 配 金

期 中
騰 落 率 （参考指数） 期 中

騰 落 率
円 円 % % % % 百万円

7 期末（2020年 3 月26日） 13, 930 0 13. 2 14, 261 12. 7 96. 8 ─ 2, 267 

8 期末（2021年 3 月26日） 13, 224 0 △ 5. 1 13, 660 △  4. 2 98. 4 ─ 1, 985 

9 期末（2022年 3 月28日） 13, 991 0 5. 8 14, 513 6. 2 98. 6 ─ 1, 509

10期末（2023年 3 月27日） 14, 427 0 3. 1 15, 027 3. 5 97. 6 ─ 1, 534 

11期末（2024年 3 月26日） 16, 326 0 13. 2 17, 260 14. 9 97. 6 ─ 4, 460 

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2） ＦＴＳＥ米国債インデックス（円換算）は、ＦＴＳＥ米国債インデックス（米ドルベース）をもとに円換算し、当ファンド設定日を10, 000と

して大和アセットマネジメントが計算したものです。ＦＴＳＥ米国債インデックス（米ドルベース）は、ＦＴＳＥ Fixed Income LLC によ
り運営されている債券インデックスです。同指数はＦＴＳＥ Fixed Income LLC の知的財産であり、指数に関するすべての権利はＦＴＳＥ 
Fixed Income LLC が有しています。

（注 3） 海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 4）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 5）公社債および債券先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 6）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注 7）債券先物比率は買建比率－売建比率です。

為替ヘッジなし（年 1回決算型）

最近 5期の運用実績
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■基準価額・騰落率
期　首：14, 427円　  
期　末：16, 326円（分配金 0円）  
騰落率：13. 2％（分配金込み）

■基準価額の主な変動要因
米国国債に投資した結果、金利は上昇（債券価格は下落）したものの、米ドルが上昇（円安）し
たため、基準価額は上昇しました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

運用経過

基準価額等の推移について 
（円） （億円）

0

60

20

80

40

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

14, 000

15, 000

13, 000

17, 000

16, 000

（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。

期　首
（2023. 3. 27）

期　末
（2024. 3. 26）

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

米国国債ファンド　為替ヘッジなし（年 1回決算型）
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米国国債ファンド　為替ヘッジなし（年 1回決算型）

年　　月　　日
基　準　価　額 ＦＴＳＥ米国債インデックス

（円換算） 公 社 債
組 　 入
比 　 率

債 券 先 物
比 率

騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率
円 % % % %

（期 首）2023年 3 月27日 14, 427 ─ 15, 027 ─ 97. 6 ─
3 月末 14, 557 0. 9 15, 200 1. 1 98. 2 ─
4 月末 14, 702 1. 9 15, 338 2. 1 96. 3 ─
5 月末 15, 152 5. 0 15, 838 5. 4 97. 8 ─
6 月末 15, 568 7. 9 16, 322 8. 6 96. 7 ─
7 月末 15, 066 4. 4 15, 834 5. 4 97. 6 ─
8 月末 15, 500 7. 4 16, 330 8. 7 97. 8 ─
9 月末 15, 476 7. 3 16, 355 8. 8 96. 9 ─
10月末 15, 251 5. 7 16, 186 7. 7 96. 4 ─
11月末 15, 614 8. 2 16, 509 9. 9 97. 8 ─
12月末 15, 532 7. 7 16, 398 9. 1 97. 2 ─

2024年 1 月末 16, 009 11. 0 16, 917 12. 6 96. 2 ─
2 月末 16, 175 12. 1 17, 110 13. 9 98. 8 ─

（期 末）2024年 3 月26日 16, 326 13. 2 17, 260 14. 9 97. 6 ─
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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■米国債券市況
米国の金利は上昇しました。
米国債券市場では、当作成期首より、強弱入り混じる経済指標の結果などから金利は方向感のな
い展開となりましたが、地方銀行の経営不安が意識されたことで、中長期金利は小幅に低下（債券
価格は上昇）しました。しかし2023年 5 月に入ると、経済指標の上振れや過度な信用不安の後退な
どを背景に、早期の引き締め終了期待がはく落したことから、金利は上昇しました。 6月は、ＦＲ
Ｂ（米国連邦準備制度理事会）が政策金利の据え置きを発表したものの今後の政策金利見通しを引
き上げたことなどから、金利上昇が継続しました。 7月は、米国を中心に景気の先行き不透明感が
後退して期待インフレ率が上昇したことを受け、金利は上昇しました。 8月は、底堅い経済指標を
背景に利上げの継続スタンスが意識されたことに加え、財政赤字の拡大などによる国債の増発や格
付会社による米国国債の格下げが嫌気され、長期金利主導で上昇しました。 9月に入っても、ＦＲ
Ｂが政策金利の据え置きを発表したものの、金融引き締め環境の長期化や底堅い米国経済見通しを
示唆したことから、金利は上昇しました。しかし11月には、ＦＲＢが政策金利を据え置いたこと
や、雇用およびインフレ関連指標が市場予想を下回る結果となったことなどから、金利は大きく低
下しました。12月も、ＦＲＢが政策金利やインフレの見通しを引き下げたことで、金利は低下基調
となりました。2024年に入ってからは、市場予想を上回る経済指標などを受けて過度な利下げ織り
込みが後退したことで、金利は長期主導で上昇に転じ、 2月末にかけて上昇が継続しました。 3月
には、強弱入り交じった経済指標の結果から、金利は狭いレンジでの推移となりました。

■為替相場
米ドルは対円で上昇しました。
米ドル対円為替相場は、当作成期首より、米国金利に連れる格好でレンジでの推移となりました
が、2023年 4 月末にかけては、次回 5月に開催されるＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）での利
上げが意識されたことから、上昇しました。その後は、経済指標の上振れなどを背景に米国金利が
上昇するに連れて、米ドルは対円で上昇基調を強めました。 6月に入ると、ＦＲＢ（米国連邦準備
制度理事会）が政策金利見通しを引き上げた一方で、日銀は現状の金融緩和政策の維持を決定した
ことなどから、月末にかけて米ドルは対円での上昇幅を拡大しました。 7月は、日本の政府要人等
による円安けん制発言や日銀の政策運営の柔軟化決定を受けて米ドルは対円で下落（円高）しまし
た。 8月から10月にかけては、米国金利の上昇による日米金利差の拡大が意識され、米ドルは対円
で上昇しました。しかし11月以降は、日銀による政策修正や米国金利の大幅な低下を背景に、米ド

投資環境について （2023. 3. 28 ～ 2024. 3. 26） 

米国国債ファンド　為替ヘッジなし（年 1回決算型）

14



ルは対円で下落しました。2024年に入ってからは、米国金利の上昇や日銀による金融政策の維持な
どを背景に円安米ドル高に転じ、 2月末にかけても、日銀の副総裁がマイナス金利解除後も緩和的
な金融環境を維持する見通しと発言したことなどを背景に、円安米ドル高基調となりました。 3月
は、日銀がマイナス金利の解除など大規模な金融緩和の終了を発表したものの、日本では他国・地
域に比べて緩和的な環境が続く見通しであることなどから、当作成期末にかけて小幅な円安米ドル
高となりました。

■当ファンド
「米国国債マザーファンド」を高位に組み入れます。

■米国国債マザーファンド
米国国債に投資し、残存期間の異なる債券の利息収入を幅広く確保することをめざして運用を行
います。
米国国債への投資にあたっては、残存期間が最長15年程度までの国債を、残存期間ごとの国債の
投資金額がほぼ同程度となるように組み入れます。
外貨建資産の組入比率は、通常の状態で高位に維持します。

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
「米国国債マザーファンド」を高位に組み入れました。

■米国国債マザーファンド
米国国債に投資し、残存期間の異なる債券の利息収入を幅広く確保することをめざして運用を行
いました。
米国国債への投資にあたっては、残存期間が最長15年程度までの国債を、残存期間ごとの国債の
投資金額がほぼ同程度となるように組み入れました。
外貨建資産の組入比率は、通常の状態で高位に維持しました。

ポートフォリオについて （2023. 3. 28 ～ 2024. 3. 26） 

米国国債ファンド　為替ヘッジなし（年 1回決算型）
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当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

ベンチマークとの差異について

基準価額
ＦＴＳＥ米国債インデックス（円換算）

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

（％）

当　期
（2023. 3. 27～2024. 3. 26）

0. 0
2. 0
4. 0
6. 0
8. 0
10. 0
12. 0
14. 0
16. 0

当作成期は、経費控除後の配当等収益が計上できなかったため、収益分配を見送らせていただきま
した。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

分配金について

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当期

2023年 3 月28日
～2024年 3 月26日

当期分配金（税込み） （円） ━
対基準価額比率 （％） ─
当期の収益 （円） ─
当期の収益以外 （円） ─  

翌期繰越分配対象額 （円） 6, 326 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価額
を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお支
払いすることはございません。  

米国国債ファンド　為替ヘッジなし（年 1回決算型）
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■当ファンド
「米国国債マザーファンド」を高位に組み入れます。

■米国国債マザーファンド
米国国債に投資し、残存期間の異なる債券の利息収入を幅広く確保することをめざして運用を行
います。
米国国債への投資にあたっては、残存期間が最長15年程度までの国債を、残存期間ごとの国債の
投資金額がほぼ同程度となるように組み入れます。
外貨建資産の組入比率は、通常の状態で高位に維持します。

今後の運用方針

米国国債ファンド　為替ヘッジなし（年 1回決算型）

17



1 万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2023. 3. 28～2024. 3. 26） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  142円 0. 921％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は15, 430円です。

（投信会社）  （68）  （0. 439） 
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販売会社）  （68）  （0. 439） 
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受託会社）  （7）  （0. 044） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ─ ─
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ─ ─
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  4   0. 024  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（保管費用）  （2）  （0. 015） 
保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および
資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用）  （1）  （0. 008） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ  の  他）  （0）  （0. 000） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合 　 　 計  146   0. 945  

（注 1） 当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。   
（注 3） 各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。   
（注 4） 組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。

米国国債ファンド　為替ヘッジなし（年 1回決算型）
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参考情報

総経費率
0. 95%

運用管理費用
（投信会社）
0. 44％

運用管理費用
（販売会社）
0. 44％

運用管理費用
（受託会社）
0. 04％

その他費用 0. 02％

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

■総経費率
　当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は0. 95％です。

米国国債ファンド　為替ヘッジなし（年 1回決算型）
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米国国債ファンド　為替ヘッジなし（年 1回決算型）

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2023年 3 月28日から2024年 3 月26日まで）
設　　　定 解　　　約

口　　数 金　　額 口　　数 金　　額

米国国債
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

1, 703, 186 2, 861, 700 182, 658 305, 000 

（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2024年 3 月26日現在

項　　　　　　目 当　　期　　末
評　価　額 比　　率

千円 %
米国国債マザーファンド 4, 447, 370 98. 9 
コール・ローン等、その他 50, 844 1. 1 
投資信託財産総額 4, 498, 215 100. 0 
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 3月26日における邦貨換算レートは、 1アメリカ・ドル＝
151. 33円です。

（注 3） 米国国債マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産
（19, 008, 850千円）の投資信託財産総額（19, 215, 229千円）に対する比率
は、98. 9％です。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種　 　類
期　　首 当　　期　　末
口　　　数 口　　　数 評　価　額

千口 千口 千円 
米国国債マザーファンド 987, 434 2, 507, 962 4, 447, 370 
（注）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況等

当作成期中における利害関係人との取引はありません。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2024年 3 月26日現在

項　　　目 当　期　末
（Ａ）資産 4, 498, 215, 162円

コール・ローン等 50, 844, 579  
米国国債マザーファンド（評価額） 4, 447, 370, 583  

（Ｂ）負債 37, 822, 736  
未払解約金 21, 740, 582  
未払信託報酬 15, 939, 921  
その他未払費用 142, 233  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 4, 460, 392, 426  
元本 2, 732, 044, 423  
次期繰越損益金 1, 728, 348, 003  

（Ｄ）受益権総口数 2, 732, 044, 423口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 16, 326円

＊ 期首における元本額は1, 063, 644, 346円、当作成期間中における追加設定元本額は
2, 282, 763, 032円、同解約元本額は614, 362, 955円です。 

＊当期末の計算口数当りの純資産額は16, 326円です。

■損益の状況
当期　自2023年 3 月28日　至2024年 3 月26日

項　　　目 当　　　期
（Ａ）配当等収益 △  2, 568円

受取利息 1, 076  
支払利息 △  3, 644  

（Ｂ）有価証券売買損益 317, 005, 841  
売買益 360, 741, 817  
売買損 △  43, 735, 976  

（Ｃ）信託報酬等 △  26, 105, 468  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 290, 897, 805  
（Ｅ）前期繰越損益金 53, 558, 086  
（Ｆ）追加信託差損益金 1, 383, 892, 112  
（配当等相当額） （ 840, 278, 985） 
（売買損益相当額） （ 543, 613, 127） 

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 1, 728, 348, 003  
次期繰越損益金（Ｇ） 1, 728, 348, 003  
追加信託差損益金 1, 383, 892, 112  
（配当等相当額） （ 840, 278, 985） 
（売買損益相当額） （ 543, 613, 127） 
分配準備積立金 344, 458, 459  
繰越損益金 △  2, 568  

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。
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米国国債ファンド　為替ヘッジなし（年 1回決算型）

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益  0円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 290, 899, 217
（ｃ）収益調整金 1, 383, 892, 112
（ｄ）分配準備積立金 53, 559, 242
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 1, 728, 350, 571
（ｆ）分配金  0
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 1, 728, 350, 571
（ｈ）受益権総口数 2, 732, 044, 423口

《お知らせ》
■信託期間の延長について
　信託期間終了日を2028年 3 月24日から2050年 3 月25日に変更しました。
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米国国債ファンド　フレックスヘッジ（年 1回決算型）

決　算　期
基　　準　　価　　額 ＦＴＳＥ米国債インデックス

（円換算） 公 社 債
組　 入
比　 率

債 券 先 物
比 率

純 資 産
総 額

（分配落） 税 込
分 配 金

期 中
騰 落 率 （参考指数） 期 中

騰 落 率
円 円 % % % % 百万円

7 期末（2020年 3 月26日） 13, 214 0 8. 8 14, 261 12. 7 97. 2 ─ 191 

8 期末（2021年 3 月26日） 12, 663 0 △ 4. 2 13, 660 △  4. 2 98. 5 ─ 187 

9 期末（2022年 3 月28日） 12, 693 0 0. 2 14, 513 6. 2 98. 5 ─ 173

10期末（2023年 3 月27日） 12, 603 0 △ 0. 7 15, 027 3. 5 95. 2 ─ 145 

11期末（2024年 3 月26日） 14, 075 0 11. 7 17, 260 14. 9 97. 6 ─ 248 

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2） ＦＴＳＥ米国債インデックス（円換算）は、ＦＴＳＥ米国債インデックス（米ドルベース）をもとに円換算し、当ファンド設定日を10, 000と

して大和アセットマネジメントが計算したものです。ＦＴＳＥ米国債インデックス（米ドルベース）は、ＦＴＳＥ Fixed Income LLC によ
り運営されている債券インデックスです。同指数はＦＴＳＥ Fixed Income LLC の知的財産であり、指数に関するすべての権利はＦＴＳＥ 
Fixed Income LLC が有しています。

（注 3）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 4）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 5）公社債および債券先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 6）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注 7）債券先物比率は買建比率－売建比率です。

フレックスヘッジ（年 1回決算型）

最近 5期の運用実績
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■基準価額・騰落率
期　首：12, 603円　  
期　末：14, 075円（分配金 0円）  
騰落率：11. 7％（分配金込み） 

■基準価額の主な変動要因
米国国債に投資しフレックスヘッジを行った結果、金利が上昇（債券価格は下落）したものの、
米ドルは上昇（円安）したため、基準価額は上昇しました。くわしくは「投資環境について」をご
参照ください。

運用経過

基準価額等の推移について 
（円） （億円）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

0

1

2

3

4

（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。

15, 000

14, 000

12, 000

13, 000

11, 000
期　首

（2023. 3. 27）
期　末

（2024. 3. 26）

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

米国国債ファンド　フレックスヘッジ（年 1回決算型）
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米国国債ファンド　フレックスヘッジ（年 1回決算型）

年　　月　　日
基　準　価　額 ＦＴＳＥ米国債インデックス

（円換算） 公 社 債
組 　 入
比 　 率

債 券 先 物
比 率

騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率
円 % % % %

（期 首）2023年 3 月27日 12, 603 ─ 15, 027 ─ 95. 2 ─
3 月末 12, 652 0. 4 15, 200 1. 1 98. 2 ─
4 月末 12, 777 1. 4 15, 338 2. 1 96. 3 ─
5 月末 13, 168 4. 5 15, 838 5. 4 97. 8 ─
6 月末 13, 530 7. 4 16, 322 8. 6 96. 7 ─
7 月末 13, 108 4. 0 15, 834 5. 4 97. 7 ─
8 月末 13, 453 6. 7 16, 330 8. 7 97. 8 ─
9 月末 13, 387 6. 2 16, 355 8. 8 97. 2 ─
10月末 13, 153 4. 4 16, 186 7. 7 95. 9 ─
11月末 13, 462 6. 8 16, 509 9. 9 97. 8 ─
12月末 13, 390 6. 2 16, 398 9. 1 97. 2 ─

2024年 1 月末 13, 804 9. 5 16, 917 12. 6 96. 4 ─
2 月末 13, 945 10. 6 17, 110 13. 9 98. 9 ─

（期 末）2024年 3 月26日 14, 075 11. 7 17, 260 14. 9 97. 6 ─
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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■米国債券市況
米国の金利は上昇しました。
米国債券市場では、当作成期首より、強弱入り混じる経済指標の結果などから金利は方向感のな
い展開となりましたが、地方銀行の経営不安が意識されたことで、中長期金利は小幅に低下（債券
価格は上昇）しました。しかし2023年 5 月に入ると、経済指標の上振れや過度な信用不安の後退な
どを背景に、早期の引き締め終了期待がはく落したことから、金利は上昇しました。 6月は、ＦＲ
Ｂ（米国連邦準備制度理事会）が政策金利の据え置きを発表したものの今後の政策金利見通しを引
き上げたことなどから、金利上昇が継続しました。 7月は、米国を中心に景気の先行き不透明感が
後退して期待インフレ率が上昇したことを受け、金利は上昇しました。 8月は、底堅い経済指標を
背景に利上げの継続スタンスが意識されたことに加え、財政赤字の拡大などによる国債の増発や格
付会社による米国国債の格下げが嫌気され、長期金利主導で上昇しました。 9月に入っても、ＦＲ
Ｂが政策金利の据え置きを発表したものの、金融引き締め環境の長期化や底堅い米国経済見通しを
示唆したことから、金利は上昇しました。しかし11月には、ＦＲＢが政策金利を据え置いたこと
や、雇用およびインフレ関連指標が市場予想を下回る結果となったことなどから、金利は大きく低
下しました。12月も、ＦＲＢが政策金利やインフレの見通しを引き下げたことで、金利は低下基調
となりました。2024年に入ってからは、市場予想を上回る経済指標などを受けて過度な利下げ織り
込みが後退したことで、金利は長期主導で上昇に転じ、 2月末にかけて上昇が継続しました。 3月
には、強弱入り交じった経済指標の結果から、金利は狭いレンジでの推移となりました。

■為替相場
米ドルは対円で上昇しました。
米ドル対円為替相場は、当作成期首より、米国金利に連れる格好でレンジでの推移となりました
が、2023年 4 月末にかけては、次回 5月に開催されるＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）での利
上げが意識されたことから、上昇しました。その後は、経済指標の上振れなどを背景に米国金利が
上昇するに連れて、米ドルは対円で上昇基調を強めました。 6月に入ると、ＦＲＢ（米国連邦準備
制度理事会）が政策金利見通しを引き上げた一方で、日銀は現状の金融緩和政策の維持を決定した
ことなどから、月末にかけて米ドルは対円での上昇幅を拡大しました。 7月は、日本の政府要人等
による円安けん制発言や日銀の政策運営の柔軟化決定を受けて米ドルは対円で下落（円高）しまし
た。 8月から10月にかけては、米国金利の上昇による日米金利差の拡大が意識され、米ドルは対円
で上昇しました。しかし11月以降は、日銀による政策修正や米国金利の大幅な低下を背景に、米ド

投資環境について （2023. 3. 28 ～ 2024. 3. 26） 

米国国債ファンド　フレックスヘッジ（年 1回決算型）
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ルは対円で下落しました。2024年に入ってからは、米国金利の上昇や日銀による金融政策の維持な
どを背景に円安米ドル高に転じ、 2月末にかけても、日銀の副総裁がマイナス金利解除後も緩和的
な金融環境を維持する見通しと発言したことなどを背景に、円安米ドル高基調となりました。 3月
は、日銀がマイナス金利の解除など大規模な金融緩和の終了を発表したものの、日本では他国・地
域に比べて緩和的な環境が続く見通しであることなどから、当作成期末にかけて小幅な円安米ドル
高となりました。

■当ファンド
「米国国債マザーファンド」を高位に組み入れます。また、当社が独自に開発した指数に基づい
て、金融市場の緊迫度が高まると判断される場合に為替ヘッジ（フレックスヘッジ）を行います。

■米国国債マザーファンド
米国国債に投資し、残存期間の異なる債券の利息収入を幅広く確保することをめざして運用を行
います。
米国国債への投資にあたっては、残存期間が最長15年程度までの国債を、残存期間ごとの国債の
投資金額がほぼ同程度となるように組み入れます。
外貨建資産の組入比率は、通常の状態で高位に維持します。

前作成期末における「今後の運用方針」

米国国債ファンド　フレックスヘッジ（年 1回決算型）
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当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

基準価額
ＦＴＳＥ米国債インデックス（円換算）

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

（％）

当　期
（2023. 3. 27～2024. 3. 26）

0. 0
2. 0
4. 0
6. 0
8. 0
10. 0
12. 0
14. 0
16. 0

ベンチマークとの差異について

■当ファンド
「米国国債マザーファンド」を高位に組み入れました。また、当社が独自に開発した指数に基づ
いて、金融市場の緊迫度が高まると判断される場合に為替ヘッジ（フレックスヘッジ）を行いまし
た。

■米国国債マザーファンド
米国国債に投資し、残存期間の異なる債券の利息収入を幅広く確保することをめざして運用を行
いました。
米国国債への投資にあたっては、残存期間が最長15年程度までの国債を、残存期間ごとの国債の
投資金額がほぼ同程度となるように組み入れました。
外貨建資産の組入比率は、通常の状態で高位に維持しました。

ポートフォリオについて （2023. 3. 28 ～ 2024. 3. 26） 

米国国債ファンド　フレックスヘッジ（年 1回決算型）

27



当作成期は、経費控除後の配当等収益が計上できなかったため、収益分配を見送らせていただきま
した。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

分配金について

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当期

2023年 3 月28日
～2024年 3 月26日

当期分配金（税込み） （円） ━
対基準価額比率 （％） ─
当期の収益 （円） ─
当期の収益以外 （円） ─  

翌期繰越分配対象額 （円） 4, 074 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価額
を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお支
払いすることはございません。  

米国国債ファンド　フレックスヘッジ（年 1回決算型）
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■当ファンド
「米国国債マザーファンド」を高位に組み入れます。また、当社が独自に開発した指数に基づい
て、金融市場の緊迫度が高まると判断される場合に為替ヘッジ（フレックスヘッジ）を行います。

■米国国債マザーファンド
米国国債に投資し、残存期間の異なる債券の利息収入を幅広く確保することをめざして運用を行
います。
米国国債への投資にあたっては、残存期間が最長15年程度までの国債を、残存期間ごとの国債の
投資金額がほぼ同程度となるように組み入れます。
外貨建資産の組入比率は、通常の状態で高位に維持します。

今後の運用方針

米国国債ファンド　フレックスヘッジ（年 1回決算型）
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1 万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2023. 3. 28～2024. 3. 26） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  135円 1. 009％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は13, 355円です。

（投信会社）  （70）  （0. 527） 
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販売会社）  （59）  （0. 439） 
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受託会社）  （6）  （0. 044） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ─ ─
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ─ ─
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  4   0. 028  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（保管費用）  （2）  （0. 014） 
保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および
資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用）  （1）  （0. 008） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ  の  他）  （1）  （0. 005） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合 　 　 計  139   1. 037  

（注 1） 当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。   
（注 3） 各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。   
（注 4） 組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。

米国国債ファンド　フレックスヘッジ（年 1回決算型）
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参考情報

総経費率
1. 04%

運用管理費用
（投信会社）
0. 53％

運用管理費用
（販売会社）
0. 44％

その他費用 0. 03％運用管理費用
（受託会社）
0. 04％

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

■総経費率
　当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 04％です。

米国国債ファンド　フレックスヘッジ（年 1回決算型）
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米国国債ファンド　フレックスヘッジ（年 1回決算型）

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2023年 3 月28日から2024年 3 月26日まで）
設　　　定 解　　　約

口　　数 金　　額 口　　数 金　　額

米国国債
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

83, 433 138, 600 35, 201 59, 090 

（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2024年 3 月26日現在

項　　　　　　目 当　　期　　末
評　価　額 比　　率

千円 %
米国国債マザーファンド 247, 565 99. 2 
コール・ローン等、その他 1, 896 0. 8 
投資信託財産総額 249, 462 100. 0 
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 3月26日における邦貨換算レートは、 1アメリカ・ドル＝
151. 33円です。

（注 3） 米国国債マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産
（19, 008, 850千円）の投資信託財産総額（19, 215, 229千円）に対する比率
は、98. 9％です。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種　 　類
期　　首 当　　期　　末
口　　　数 口　　　数 評　価　額

千口 千口 千円 
米国国債マザーファンド 91, 375 139, 607 247, 565 
（注）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況等

当作成期中における利害関係人との取引はありません。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2024年 3 月26日現在

項　　　目 当　期　末
（Ａ）資産 249, 462, 088円

コール・ローン等 1, 896, 210  
米国国債マザーファンド（評価額） 247, 565, 878  

（Ｂ）負債 1, 164, 459  
未払解約金 54  
未払信託報酬 1, 155, 075  
その他未払費用 9, 330  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 248, 297, 629  
元本 176, 412, 221  
次期繰越損益金 71, 885, 408  

（Ｄ）受益権総口数 176, 412, 221口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 14, 075円

＊ 期首における元本額は115, 425, 753円、当作成期間中における追加設定元本額は
112, 547, 111円、同解約元本額は51, 560, 643円です。 

＊当期末の計算口数当りの純資産額は14, 075円です。 

■損益の状況
当期　自2023年 3 月28日　至2024年 3 月26日

項　　　目 当　　　期
（Ａ）配当等収益 △  85円

受取利息 24  
支払利息 △  109  

（Ｂ）有価証券売買損益 21, 237, 319  
売買益 27, 659, 413  
売買損 △  6, 422, 094  

（Ｃ）信託報酬等 △  2, 088, 495  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 19, 148, 739  
（Ｅ）前期繰越損益金 1, 018, 300  
（Ｆ）追加信託差損益金 51, 718, 369  
（配当等相当額） （ 45, 375, 237） 
（売買損益相当額） （ 6, 343, 132） 

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 71, 885, 408  
次期繰越損益金（Ｇ） 71, 885, 408  
追加信託差損益金 51, 718, 369  
（配当等相当額） （ 45, 375, 237） 
（売買損益相当額） （ 6, 343, 132） 
分配準備積立金 20, 167, 124  
繰越損益金 △  85  

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。
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米国国債ファンド　フレックスヘッジ（年 1回決算型）

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益  0円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 15, 567, 285
（ｃ）収益調整金 51, 718, 369
（ｄ）分配準備積立金 4, 599, 839
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 71, 885, 493
（ｆ）分配金  0
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 71, 885, 493
（ｈ）受益権総口数 176, 412, 221口
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★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないます。
主要投資対象 米国国債
株式組入制限 純資産総額の10％以下

米国国債マザーファンド
運用報告書　第11期　（決算日　2024年 3 月26日）

（作成対象期間　2023年 3 月28日～2024年 3 月26日）

米国国債マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。
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米国国債マザーファンド

の、米ドルが上昇（円安）したため、基準価額は上昇しました。くわ
しくは「投資環境について」をご参照ください。
◆投資環境について
　○米国債券市況

米国の金利は上昇しました。
米国債券市場では、当作成期首より、強弱入り混じる経済指標の
結果などから金利は方向感のない展開となりましたが、地方銀行の
経営不安が意識されたことで、中長期金利は小幅に低下（債券価格
は上昇）しました。しかし2023年 5 月に入ると、経済指標の上振れ
や過度な信用不安の後退などを背景に、早期の引き締め終了期待が
はく落したことから、金利は上昇しました。 6月は、ＦＲＢ（米国
連邦準備制度理事会）が政策金利の据え置きを発表したものの今後
の政策金利見通しを引き上げたことなどから、金利上昇が継続しま
した。 7月は、米国を中心に景気の先行き不透明感が後退して期待
インフレ率が上昇したことを受け、金利は上昇しました。 8月は、
底堅い経済指標を背景に利上げの継続スタンスが意識されたことに
加え、財政赤字の拡大などによる国債の増発や格付会社による米国
国債の格下げが嫌気され、長期金利主導で上昇しました。 9月に
入っても、ＦＲＢが政策金利の据え置きを発表したものの、金融引
き締め環境の長期化や底堅い米国経済見通しを示唆したことから、
金利は上昇しました。しかし11月には、ＦＲＢが政策金利を据え置
いたことや、雇用およびインフレ関連指標が市場予想を下回る結果
となったことなどから、金利は大きく低下しました。12月も、ＦＲ
Ｂが政策金利やインフレの見通しを引き下げたことで、金利は低下
基調となりました。2024年に入ってからは、市場予想を上回る経済
指標などを受けて過度な利下げ織り込みが後退したことで、金利は
長期主導で上昇に転じ、 2月末にかけて上昇が継続しました。 3月
には、強弱入り交じった経済指標の結果から、金利は狭いレンジで
の推移となりました。

　○為替相場
米ドルは対円で上昇しました。
米ドル対円為替相場は、当作成期首より、米国金利に連れる格好
でレンジでの推移となりましたが、2023年 4 月末にかけては、次回
5月に開催されるＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）での利上げ
が意識されたことから、上昇しました。その後は、経済指標の上振
れなどを背景に米国金利が上昇するに連れて、米ドルは対円で上昇
基調を強めました。 6月に入ると、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事
会）が政策金利見通しを引き上げた一方で、日銀は現状の金融緩和
政策の維持を決定したことなどから、月末にかけて米ドルは対円で
の上昇幅を拡大しました。 7月は、日本の政府要人等による円安け
ん制発言や日銀の政策運営の柔軟化決定を受けて米ドルは対円で下
落（円高）しました。 8月から10月にかけては、米国金利の上昇に
よる日米金利差の拡大が意識され、米ドルは対円で上昇しました。
しかし11月以降は、日銀による政策修正や米国金利の大幅な低下を
背景に、米ドルは対円で下落しました。2024年に入ってからは、米
国金利の上昇や日銀による金融政策の維持などを背景に円安米ドル
高に転じ、 2月末にかけても、日銀の副総裁がマイナス金利解除後
も緩和的な金融環境を維持する見通しと発言したことなどを背景
に、円安米ドル高基調となりました。 3月は、日銀がマイナス金利
の解除など大規模な金融緩和の終了を発表したものの、日本では他
国・地域に比べて緩和的な環境が続く見通しであることなどから、
当作成期末にかけて小幅な円安米ドル高となりました。

◆前作成期末における「今後の運用方針」
米国国債に投資し、残存期間の異なる債券の利息収入を幅広く確保

することをめざして運用を行います。
米国国債への投資にあたっては、残存期間が最長15年程度までの国

債を、残存期間ごとの国債の投資金額がほぼ同程度となるように組み
入れることをめざします。

基準価額

（円）

期　首
（2023. 3. 27）

期　末
（2024. 3. 26）

14, 000

15, 000

18, 000

17, 000

16, 000

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：15, 494円　期末：17, 733円　騰落率：14. 5％
【基準価額の主な変動要因】

米国国債に投資した結果、金利は上昇（債券価格は下落）したもの

■当作成期中の基準価額と市況等の推移 

年　　月　　日
基 準 価 額

ＦＴＳＥ米国債
インデックス
（円換算）

公 社 債
組 入
比 率

債券先物
比 率

騰落率 （参考指数） 騰落率
円 ％ ％ ％ ％

（期 首）2023年 3 月27日 15, 494 ─ 15, 027 ─ 97. 9 ─
3 月末　 15, 639 0. 9 15, 200 1. 1 98. 5 ─
4 月末　 15, 807 2. 0 15, 338 2. 1 96. 5 ─
5 月末　 16, 306 5. 2 15, 838 5. 4 98. 0 ─
6 月末　 16, 769 8. 2 16, 322 8. 6 96. 8 ─
7 月末　 16, 261 5. 0 15, 834 5. 4 97. 7 ─
8 月末　 16, 746 8. 1 16, 330 8. 7 97. 8 ─
9 月末　 16, 731 8. 0 16, 355 8. 8 97. 2 ─
10月末　 16, 501 6. 5 16, 186 7. 7 96. 6 ─
11月末　 16, 905 9. 1 16, 509 9. 9 97. 9 ─
12月末　 16, 827 8. 6 16, 398 9. 1 97. 3 ─

2024年 1 月末　 17, 363 12. 1 16, 917 12. 6 96. 4 ─
2 月末　 17, 556 13. 3 17, 110 13. 9 98. 8 ─

（期 末）2024年 3 月26日 17, 733 14. 5 17, 260 14. 9 97. 9 ─
（注 1）騰落率は期首比。
（注 2） ＦＴＳＥ米国債インデックス（円換算）は、ＦＴＳＥ米国債インデックス

（米ドルベース）をもとに円換算し、当ファンド設定日を10, 000として大
和アセットマネジメントが計算したものです。ＦＴＳＥ米国債インデック
ス（米ドルベース）は、ＦＴＳＥ Fixed Income LLC により運営されてい
る債券インデックスです。同指数はＦＴＳＥ Fixed Income LLC の知的財
産であり、指数に関するすべての権利はＦＴＳＥ Fixed Income LLC が有
しています。

（注 3） 海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用
しています。

（注 4） 指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。
上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。

（注 5）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注 6）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
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■ 1万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 ─円
有価証券取引税 ─
その他費用 2
（保管費用） （2）
（その他） （0）

合 計 2
（注 1） 費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照

ください。
（注 2）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

■売買および取引の状況
公　社　債

（2023年 3 月28日から2024年 3 月26日まで）
買 付 額 売 付 額

外 

国
アメリカ 国債証券

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル  
54, 190 243 

（ 7, 910） 
（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 3）単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
公 社 債

（2023年 3 月28日から2024年 3 月26日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 金　　 額 銘　　　　　柄 金　　 額

千円 千円
United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 3. 5% 2039/2/15 1, 223, 777 United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 2. 25% 2027/8/15 35, 554 
United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 4. 5% 2036/2/15 479, 614 
United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 4. 375% 2038/2/15 469, 569 
United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 2. 75% 2028/2/15 469, 119 
United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 4. 75% 2037/2/15 466, 833 
UNITED STATES TREASURY NOTE/BOND（アメリカ） 1. 875% 2032/2/15 462, 824 
United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 1. 125% 2031/2/15 453, 247 
United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 1. 5% 2030/2/15 445, 449 
United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 2. 625% 2029/2/15 443, 872 
United States Treasury Strip Coupon（アメリカ）  2034/2/15 439, 213 

（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）単位未満は切捨て。

外貨建資産の組入比率は、通常の状態で高位に維持します。
◆ポートフォリオについて

米国国債に投資し、残存期間の異なる債券の利息収入を幅広く確保
することをめざして運用を行いました。
米国国債への投資にあたっては、残存期間が最長15年程度までの国
債を、残存期間ごとの国債の投資金額がほぼ同程度となるように組み
入れました。
外貨建資産の組入比率は、通常の状態で高位に維持しました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設け
ておりません。
当作成期の当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率は、｢当作成
期中の基準価額と市況等の推移｣ をご参照ください。

《今後の運用方針》
米国国債に投資し、残存期間の異なる債券の利息収入を幅広く確保す
ることをめざして運用を行います。
米国国債への投資にあたっては、残存期間が最長15年程度までの国債
を、残存期間ごとの国債の投資金額がほぼ同程度となるように組み入れ
ることをめざします。
外貨建資産の組入比率は、通常の状態で高位に維持します。
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■組入資産明細表
（1）外国（外貨建）公社債（通貨別）

作　成　期 当 期 末

区 分 額 面 金 額
評 価 額

組入比率
うちＢＢ格
以下組入
比 率

残存期間別組入比率
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額 5年以上 2年以上 2年未満

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円 % % % % %
アメリカ 142, 126 124, 295 18, 809, 656 97. 9 ─ 65. 1 19. 7 13. 1 
（注 1）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 2）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 3）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
（注 4）評価額および格付情報については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

（2）外国（外貨建）公社債（銘柄別）
当 期 末

区 分 銘 柄 種　類 年利率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日外 貨 建 金 額 邦貨換算金額
% 千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円

アメリカ United States Treasury Note/Bond 国債証券 5. 3750 4, 521 4, 844 733, 148 2031/02/15 
United States Treasury Note/Bond 国債証券 4. 5000 7, 990 8, 275 1, 252, 352 2036/02/15 
United States Treasury Note/Bond 国債証券 4. 7500 7, 720 8, 166 1, 235, 770 2037/02/15 
United States Treasury Note/Bond 国債証券 4. 3750 8, 070 8, 176 1, 237, 402 2038/02/15 
United States Treasury Note/Bond 国債証券 3. 5000 8, 980 8, 190 1, 239, 465 2039/02/15 
United States Treasury Note/Bond 国債証券 2. 0000 8, 555 8, 324 1, 259, 699 2025/02/15 
United States Treasury Note/Bond 国債証券 1. 6250 8, 800 8, 324 1, 259, 805 2026/02/15 
United States Treasury Note/Bond 国債証券 2. 2500 8, 840 8, 324 1, 259, 725 2027/02/15 
United States Treasury Note/Bond 国債証券 2. 7500 8, 815 8, 322 1, 259, 378 2028/02/15 
United States Treasury Note/Bond 国債証券 2. 6250 8, 970 8, 328 1, 260, 333 2029/02/15 
United States Treasury Note/Bond 国債証券 1. 5000 9, 715 8, 335 1, 261, 465 2030/02/15 
United States Treasury Note/Bond 国債証券 1. 1250 4, 270 3, 493 528, 677 2031/02/15 
UNITED STATES TREASURY NOTE/BOND 国債証券 1. 8750 9, 900 8, 337 1, 261, 666 2032/02/15 
UNITED STATES TREASURY NOTE/BOND 国債証券 3. 5000 2, 990 2, 823 427, 223 2033/02/15 
United States Treasury Strip Coupon 国債証券 ─ 8, 100 5, 523 835, 891 2033/02/15 
United States Treasury Strip Coupon 国債証券 ─ 12, 700 8, 286 1, 253, 976 2034/02/15 
United States Treasury Strip Coupon 国債証券 ─ 13, 190 8, 218 1, 243, 674 2035/02/15 

合　　計 銘柄数 17銘柄 
金　額 142, 126 124, 295 18, 809, 656 

（注 1）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 2）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
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■投資信託財産の構成
2024年 3 月26日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
公社債 18, 809, 656 97. 9 
コール・ローン等、その他 405, 573 2. 1 
投資信託財産総額 19, 215, 229 100. 0 
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 3月26日における邦貨換算レートは、 1アメリカ・ドル＝
151. 33円です。  

（注 3） 当期末における外貨建純資産（19, 008, 850千円）の投資信託財産総額
（19, 215, 229千円）に対する比率は、98. 9％です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2024年 3 月26日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資産 19, 215, 229, 746円

コール・ローン等 353, 966, 933  
公社債（評価額） 18, 809, 656, 492  
未収利息 49, 454, 861  
前払費用 2, 151, 460  

（Ｂ）負債 2, 900, 000  
未払解約金 2, 900, 000  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 19, 212, 329, 746  
元本 10, 834, 366, 261  
次期繰越損益金 8, 377, 963, 485  

（Ｄ）受益権総口数 10, 834, 366, 261口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 17, 733円

＊ 期首における元本額は7, 000, 259, 589円、当作成期間中における追加設定元本額は
5, 086, 193, 794円、同解約元本額は1, 252, 087, 122円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額：
　米国国債ファンド　為替ヘッジあり（年 1回決算型） 3, 175, 334, 617円
　米国国債ファンド　為替ヘッジなし（年 1回決算型） 2, 507, 962, 885円
　米国国債ファンド　フレックスヘッジ（年 1回決算型） 139, 607, 443円
　米国国債ファンド　為替ヘッジなし（毎月決算型） 4, 419, 932, 644円
　米国国債ファンド　為替ヘッジあり（毎月決算型） 136, 104, 891円
　米国Ｓ＆Ｐ500フレックス戦略ファンド  172, 331, 901円
　米国国債ファンド　為替ヘッジなし（奇数月決算型） 283, 091, 880円
＊当期末の計算口数当りの純資産額は17, 733円です。 

■損益の状況
当期　自2023年 3 月28日　至2024年 3 月26日

項　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 474, 687, 292円

受取利息 474, 752, 776  
支払利息 △  65, 484  

（Ｂ）有価証券売買損益 1, 493, 035, 460  
売買益 2, 118, 911, 887  
売買損 △  625, 876, 427  

（Ｃ）その他費用 △  2, 141, 138  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 1, 965, 581, 614  
（Ｅ）前期繰越損益金 3, 845, 731, 543  
（Ｆ）解約差損益金 △  850, 356, 878  
（Ｇ）追加信託差損益金 3, 417, 007, 206  
（Ｈ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ） 8, 377, 963, 485  

次期繰越損益金（Ｈ） 8, 377, 963, 485  
（注 1） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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